
双六岳周辺スキー 
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メンバー：Ｌ菊地（記）、奥

平、釣、山本、熊崎 
５月３日（晴れ） 
 前夜の渋滞で新穂高到着

が遅れ、寝不足でのスタート

となった。双六小屋が営業し

ていないせいか登山者の姿

は少ない。今回は定着の為、

軽量化無視のザックにスキーを括

りつけるとその重さは半端ではな

い。林道の片隅に残雪が現れ始めた

所でスキーを履き途切れ途切れの

雪を拾いながら進んで行く。ワサビ

平小屋を過ぎるとデブリ帯に突入

するが、どれもかなり日が経ってい

るようで素直に通過出来た。 
 弓折岳は近そうで遠く、このまま

のペースでは双六小屋はおろか弓

折岳の稜線までも厳しそうなので

鏡平で泊まる事にしたが、とても見

晴らしの良い場所だった。 
５月４日（晴れ） 

 今日も快晴で申し分

ない天気。弓折岳まで

は標高差３００ｍの登

りで、稜線からの展望

は良いが強い風が吹い

ていた。小ピークの続

く稜線沿いを行きトラ

バースに入ると埋まり

かけの双六小屋が見え

て来た。例年なら多く

のシュプールが刻まれ

テント村が出来ている



が、今日はテントもシュプールも殆

ど無く閑散としている。 
 今日は三俣蓮華方面に行く予定

だったが、時間が無いので小屋に不

要な荷物をデポし双六岳に向かう。

肩からのゆるい稜線は腐れ雪でス

キーでも時々足首まで潜る。頂上か

らの展望を楽しんだ後はお待ちか

ねの双六カールの滑走だ。雪質も

上々でシュプールの無い広大な斜

面からカールへと次々と吸い込ま

れて行く。次第に谷は狭まるが、振

り返ると広いカールに５本のシュ

プールが刻まれ皆満足気だ。 
 なだらかな双六谷に降り立つと

双六小屋まで標高差１７０ｍの登

り返しだ。１時間程で小屋に戻るが、 
まだ日差しが強く暑い。まだ滑り足

らないので、双六岳の肩に登り返す

と空模様が怪しくなって来た。予報

通り明日の天気は悪そうだ。まだシ

ュプールの少ない東斜面を小屋へ

と滑り込んで締めくく

る。 
５月５日（曇り時々雨） 
 朝から視界は悪く風

もあるが、雨はそれ程

ではなく、予定通り出

発する。双六岳のトラ

バースを終了した所ま

で行ったが、稜線付近

は厚い雲に覆われ続け、

段々モチベーションも

下がり天気も更に悪く

なりそうなので、稜線から樅沢に降

りる事にした。余り視界が無いので

短く切って、お互いがばらけ無い様

に注意しながら高度を下げる。こち

らもデブリもシュプールも無く、と

ても綺麗な雪面で晴れていれば気

持ち良く滑れそうだ。弥助谷出合が

近づくとガスも消えてきたが、稜線

は相変わらず雲の中。谷は所々雪が

割れ水流が現れ、右岸の斜面をトラ

バースして行く。程なくして双六小

屋に突き上げるモミ沢に入る。傾斜



は概ね緩くシールで登りやすい。標

高が上がるにつれまた雨が降り出

す。昼ごろ小屋に戻りそのまま沈殿。 

５月６日（晴れ） 
 朝から快晴。荷物をまとめ双六谷

に滑り込むがカリカリバーンで楽

しくない。大ノマ乗越からは適度に

雪も緩み、荷物は重いが思い思いに

最後の斜面を楽しむ。林道に出ると

更に雪解けが進んでいたが、林道隅

の雪を拾いながらしつこく滑る。 
コースタイム： 

５月３日 新穂高駐車場

７：３５～ワサビ平小屋９：

５５・１０：２０～鏡平１

５：００ 
５月４日 鏡平５：５０～

７：１０・７：２５～双六小

屋９：０５・９：４５～双六

岳１１：０５・１１：４０～

双六谷１２：１０・１２：２

０～双六小屋１３：１５ 
５月５日 双六小屋６：１０

～トラバース終了点７：１５・７：

３５～弥助沢出合８：２５・８：５

０・モミ沢出合９：００・

９：１０～双六小屋１

０：４５ 
５月６日 双六小屋６：

５０～スゴ乗越９：５０

～ワサビ平小屋１２：０

０～新穂高温泉１３：３

５ 
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